
授業の到達目標
心理職に求められる、健康と医療分野に関する心理学の応用知識の
習得を目標とする。目標に到達することで、心理学の実践で有用な
代表的概念が理解でき、その概念を使用した心理学的思考ができる
ようになる。心理職の活動の全体像が理解でき、履修者の今後の活
動の方向性に具体性を持たせることができるようなる。公認心理士
取得を目標に行われる講義である。
このクラスではKAISEIパーソナリティの、K（思いやり）とI（知
性）とE（倫理）を養う。
授業の概要
公認心理士の国家資格の受験資格要件に必要な科目の１つを提供す
る。健康保健・医療分野における、心理職に必要とされる心理学的
概念とその操作を学習し、そのもとで展開される実践的活動を幅広
く理解する。健康心理学、医療心理学の基礎概念である、健康とは
何か、疾病予防の考え方、健康増進に対する心理学的なアプロー
チ、ストレスと心理支援を獲得し、多職種協働の行動様式で実践さ
れる健康・医療の様々な現場における心理支援の実際について領域
ごとに幅広く学ぶ。

授業計画
１ ガイダンス
１章　健康医療心理学

２ ２章　健康心理学のおけるアセスメントと支援
３ ３章　ストレスマネジメント
４ ４章　各種の心理支援法
５ ５章　医療心理学
６ ６章　医療心理学におけるアセスメントと支援
７ ７章　精神科、児童精神科（精神科コンサルテーション・リエゾ
ン）

８ ８章　院内独立型心理室
９ ９章　心療内科
10 10章　小児科（母子保健含む）
11 11章　緩和医療
12 12章　産業保健
13 13章　地域保健活動の実際
14 14章　災害医療

15章　多職種協働と医療連携
15 １－15章　総括
授業の方法
講義形式で行う。

準備学修
テキストの予習復習、レポート作成等の課題を実施する。

課題・評価方法、その他
出席・レポート：60点（各授業、出席２点・レポート２点x15回）
終了時課題：40点
＊提出物は期限内に提出されたもののみ採点
＊レポートは所定の電子ファイルのみで採点

欠席について
各授業への欠席、遅刻で２点の減点とする。５回を超える欠席は不
合格。

テキスト
宮脇稔他編『健康・医療心理学』医歯薬出版株式会社

留意事項
本講義は公認心理師カリキュラムの必修科目である。

関連科目 < 資格関連科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

健康・医療心理学 17835 Ⅲ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

石川 慎一 選択 2 医師

授業の到達目標
・ 司法・犯罪分野の制度及び同分野の心理臨床の領域を概観でき
る。

・犯罪原因やメカニズムに関する諸理論を理解できる。
・ 警察関係機関，家庭裁判所（少年及び家事），少年鑑別所，少年
院，刑事施設（刑務所），保護観察所，被害者支援領域における
心理臨床業務に関する知識を習得する。

・ 非行・犯罪に関するアセスメント及び処遇技法に関する基礎知識
を習得する。

・ この授業を通して，KAISEパーソナリティのI（知性）とE（倫
理）を身につける。

授業の概要
司法・犯罪領域における心理臨床の理論や業務を理解するために，
犯罪・非行，犯罪被害及び家事事件についての基本的知識を身につ
けるとともに，司法・犯罪分野の問題に対して必要な心理に関する
支援についての基本的知識を身につける。

授業計画
１ 司法・犯罪心理学の基礎知識
２ 犯罪心理学理論の進展１
３ 犯罪心理学理論の進展２
４ 各種犯罪１（窃盗）
５ 各種犯罪２（薬物犯罪）
６ 各種犯罪３（性犯罪）
７ 各種犯罪４（暴力犯罪）
８ 捜査心理学１（プロファイリング）
９ 捜査心理学２（虚偽検出，証言）
10 精神鑑定
11 家庭裁判所における心理臨床
12 少年鑑別所における心理臨床
13 少年院・刑務所における心理臨床
14 犯罪被害者支援
15 まとめ及び試験
授業の方法
講義を中心とする。資料等について，Web上で提供する。

なお，新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては，授業方法
が変更されることがある。

準備学修
webで参照すること。
課題・評価方法、その他
適宜レポートの提出を求め，講義の中でフィードバックを行う。
平常点70％，定期試験30％
なお，新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては，評価方法
が変更されることがある。

欠席について
原則として，欠席数が５回を超える場合は成績評価対象外とする。

テキスト
毎回講義資料を配布する。

留意事項
なお，新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては，授業方法
や評価方法等が変更されることがあるので，留意しておくこと。

関連科目 < 資格関連科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

司法・犯罪心理学 17831 Ⅱ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

十倉 利廣 選択 2 法務省心理専門職として犯罪アセスメントや処遇に従事する。
少年鑑別所長、矯正研修所長等を歴任する。
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授業の到達目標
公認心理師にとって必要な知識である代表的な精神疾患の症状・経
過・治療に関して理解する。　
（１）精神疾患の診断方法について説明できる。
（２）精神疾患の薬物療法、心理療法について説明できる。
（３）主要な精神疾患の特徴的な症状と経過について説明できる。
（４）主要な精神疾患の治療について説明できる。
（５）リエゾン精神医学、多職種連携について説明できる。
（６） 公認心理師の精神科医療における役割や支援について説明で

きる。
このクラスでは、海星パーソナリティのI（知性）とE（倫理）を養
う。

授業の概要
公認心理師にとって必要な知識である代表的な精神疾患の症状・経
過・治療に関して学ぶ。　
精神医学の考え方、精神医学的診断、精神疾患の治療方法である、
薬物療法（向精神薬の種類、心身の変化等）や心理療法（心理療法
の種類、本人や家族への支援等）等について概説する。また、代表
的な精神疾患について成因、特徴、症状、経過、治療について解説
する。さらに、精神医学の応用例として、コンサルテーションリエ
ゾン、多職種協働、医療連携について学び、公認心理師の精神科医
療での役割や業務について理解する。

授業計画
１ 精神疾患とは
２ 精神症状のみかた・精神疾患の診断
３ 精神疾患と薬物療法
４ 心理療法について
５ 統合失調症
６ うつ病、双極性障害
７ 強迫症、不安症群
８ 適応障害
９ 神経発達症群
10 児童・思春期における心理的問題
11 女性の心理的問題
12 高齢期における心理的問題

13 公認心理師の役割
14 リエゾン精神医学、多職種協働
15 まとめ
授業の方法
テキストを用いた講義形式で行う。毎回課題が出される。

準備学修
Webで参照すること。
課題・評価方法、その他
出席・レポート：60点（各授業、出席２点・レポート２点x15回）
終了時課題：40点
＊提出物は期限内に提出されたもののみ採点
＊レポートは所定の電子ファイルのみで採点

欠席について
各授業への欠席、遅刻で２点の減点とする。５回を超える欠席は不
合格。

テキスト
公認心理師カリキュラム準拠　精神疾患とその治療　三村将ら編　
医歯薬出版

参考図書
専門医がやさしく語る　はじめての精神医学　改訂第２版　渡辺雅
幸　中山書店　2007

留意事項
本講義は公認心理師カリキュラムの必修科目である。

関連科目 < 資格関連科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

精神疾患とその治療 17851 Ⅳ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

石川 慎一 選択 2 医師（精神科）

授業の到達目標
医師でなくても、疾患のある人と専門的な立場で接する場合には、
少なくとも、その疾患に対する正しい知識を持っていなければなら
ない。そのためには、子ども大人にかかわらず、まず基本である人
体の構造（解剖）、生理機能を理解する必要がある。その上で、そ
の異常状態（疾病）の原因や成り立ち、経過を理解する（病態生
理）。また、難治性疾患（がん、難病など）には、それらをサポー
トする心理的介入、支援体制の改善と社会の理解も必要とされてい
る。そのために以下の項目を理解する。
1.身体の構造、生理機能を理解する。
2.様々な疾病や障害の病態生理、症状、治療を理解する。
3. がん、難病等の心理に関する支援が必要な主な疾病、支援制度を理
解する。
このクラスではKAISEIパーソナリティのI（知性）を目指す。
授業の概要
子どもも大人も人の体は構造､機能ともに複雑であり､また､色々の器
官が互いに作用し､内外からの刺激に対して､体の状態はある範囲で
変動しながら(揺らぎ)､一定の状態を保つ恒常性(ホメオスタシス)を
有している｡この恒常性が崩れると病気(疾病)が引き起こされる｡ま
た､心と体はお互いに強く作用し､ストレスにより多くの病気が引き
起こされる｡病気とは言えなくても､ストレスが原因で体に症状が現
れたり､逆に病気自体が心に影響を与えることがある｡医学の発達に
より病気の解明が進み､病態や症状が理論的に説明できることもあ
り､丸暗記ではない知識を身につけることが可能であると考える｡ま
た､近年治療法の改善で､難治性の疾患を治療しながら学校､社会生活
が可能となり､それらをサポートする心理的支援､支援体制の改善や
社会の理解も必要とされている｡このような背景から､まず人の体に
ついての基本事項を理解し､それを基礎として病気(疾病)の理解を深
め､さらに､心や社会との関わり､支援についても学ぶ｡

授業計画
１ 生物としての人：生物学的特徴、生化学的特徴
２ 人体の構造と生理　（１） 骨格筋　脈管
３ 人体の構造と生理　（２） 神経　感覚器
４ 人体の構造と生理　（３） 呼吸器　皮膚
５ 人体の構造と生理　（４） 消化器
６ 人体の構造と生理　（５） 血液　リンパ　免疫

７ 人体の構造と生理　（６） 腎尿路　生植器　内分泌　代謝
８ 人体の疾病　（１） 病態　症状　（２） 循環器
９ 人体の疾病　（３） 消化器
10 人体の疾病　（４） 呼吸器　（５） 腎尿路　生植器
11 人体の疾病　（６） 内分泌　代謝　（７） 整形外科
12 人体の疾病　（８） 感染症
13 人体の疾病　（９） 神経筋　感覚器　心身症
14 人体の疾病　（10） 血液　免疫　アレルギー
15 人体の疾病　（11） がん　難病　認知症
授業の方法
スライド講義を中心とする。配布するスライド資料を教科書とし
て、講義内容を復習し、提示された課題のレポートを作成する。新
聞､ネット､雑誌などの健康､病気に関する情報をチェックしておく｡

準備学修
Webで参照すること。
課題・評価方法、その他
①課題
講義内容のまとめ、提示課題のレポートの提出（全２回以上）を求
め、講義の中でフィードバックを行う。
②評価方法について、
平常点30％、定期試験70％

欠席について
講義は前回の内容を理解している事を前提に進めて行くので、連続
性が必要で、欠席は減点対象とする。但し、一般的に出席停止（イ
ンフルエンザなど）となるものは欠席としない。欠席は３点減点、
遅刻は１点減点。

テキスト
テキストは特定の本は指定しない｡基本的には講義内容配布資料とする｡

参考図書
系統看護学講座　専門基礎分野 人体の構造と機能［１］解剖生理学
坂井建雄他 医学書院、
公認心理師カリキュラム準拠 人体の構造と機能及び疾病 武田克彦他
医歯薬出版株式会社

関連科目 < 資格関連科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

人体の構造と機能及び疾病 17855 Ⅳ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

狐塚 善樹 選択 2 小児科医　人間ドック認定医　日本医師会認定産業医
インフェクションコントロールドクター（感染管理）
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